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公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

持続可能性有識者委員会 設置規程 

  

（趣旨）  

第 1 条 公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会（以下「協会」という。） 持続可能

性有識者委員会（以下「委員会」という。）を設置する。委員会の組織及び運営に関して

は、この規程の定めるところによる。 

 

（目的）  

第２条 委員会は、２０２７年国際園芸博覧会（以下「博覧会」という。）における持続可

能性の取組と魅力の向上のため、専門的視点から意見及び提案を行う。 

  

（組織）  

第３条 委員会は、協会が依頼し、承諾を得た 10 人以内の委員（以下「委員」という。）

をもって組織する。 

２ 委員の任期は、第１回委員会の開催日から 2024 年３月 31 日までとする。但し、 再任

を可能とし、協会又は委員からの申し出がなければ、毎年度、自動的に継続することと

する。  

３ 委員長は、協会が指名する。  

４ 委員長は、委員会を代表し、委員会の議事を総理する。 

５ 委員長に事故があるときは、協会が指名する委員がその職務を代理する。 

  

（委員会の会議）  

第４条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、博覧会における持続可能性の取組と魅

力の向上にかかる検討の進捗状況に応じて、協会の代表理事が招集し、委員長が議長と

して議事を運営する。 

２ 会議は、委員の過半数の出席によって成立する。 

３ 委員の出席は、会場又はオンラインのどちらでも可能とする。 

４ 委員が会議への出席が困難な場合には、当該委員は代理人を選任し、出席させること

ができる。 

５ 委員長は、必要があると認めるときは、参考人を委員会に出席させてその陳述を聴く

ことができる。  

６ 会議は、書面による開催及び議決とすることができる。 
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７ 委員会の議決が必要な場合、委員の過半数が出席することを要し、その過半数をもっ

て決するものとする。 

８ 会議は非公開とし、会議の資料は事後に公表することができるものとする。 

  

（委員会の設置期限） 

第５条 委員会は、第 3 条第 2 項の規定に関わらず、協会の解散する日を委員会の設置期

限とする。  

  

（守秘義務） 

第６条 委員は、会議又は委員としての職務上で知り得た情報を第三者に漏らしてはなら

ない。その職を退いた後も、同様とする。 

 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局は、協会の持続可能性担当が担う。  

  

（謝金等の支払い） 

第８条 会議に委員が出席した場合は、協会の謝金等支払基準に定めるところにより、謝

金及び必要な交通費を支給する。  

 

（雑則）  

第９条 この規程に定めるもののほか、会議の議事手続その他委員会の運営に関し必要な

事項は、委員長が定める。 ただし、委員長はこれを代表理事に委任することができる。 

  

附 則 

この規程は、2023 年 10 月 23 日から施行する。  

 

 

 


